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■ 標準履修モデル（修了要件： 30単位）

1年次 2年次
lQ 2Q 3Q 4Q lQ 20 3Q 4Q 

学問のエレメンツ 学問のプラクティス科目（科目群・選択科目） (16) 

多文化社会学 I I 

（人文・社会） (2) 多文化社会学セミナー I (2) I 多文化社会学セミナー II (2) I 

研究指導 (8)

指導体制の決定 「多文化社会学セミナー 1 」を通じた研究 「多文化社会学セミナー1l」を通じた研究 中問発表会 学位論文の提出
主選択科目群の決定 計画（案）作成•発表及びブラッシュアップ 経過の発表及びブラッシュアップ 修士論文成果発表会

研究内容に応じて 輪文審査及び最終試験
倫理審査

指導教員による研究指導
I 

※（ ）内の数字は修得すべき単位数

【教員との共同研究プロジェクトの実施】
r長崎における外国人技能実習生の就労に関する社会学研究」
（令和元年度／令和 2 年度部局長裁量経費教育実践支援事業）（代表：賽漢卓蠣准教授）

本研究プロジェクトでは、フィールドワークの手法を用いて長崎県及び九州圏内の外国人技能実習生の就労に関する調査を実施しました。具体
的には、外国人技能実習制度における事前研修の課題や外国人技能実習生の生活実態を明らかにするための研究を遂行しました。一連の研究調
査を通じて、生活者としての外国人や移民とともに築き上げる多文化社会の課題と展望を考察することを目指しました。

喝瓢9

外国人技能実習制度をめぐる課題という特定のテ ーマを通じて、大学院生に対して方法論の研鑽 
を積む機会を与えることで、学術研究と社会実践双方へのフィ ー ドバックを進めるための作法を修得 
させることが可能になりました。

共同研究プロジェクトに参画した大学院生より (２０２０年度修了生）
【政策科学科目群】 2 年掘江直美 HORIE Naomi 2022 年度多文化社会学研究科研究生

2 年間にわたるプロジェクトを通じて、長崎県内において急増する 20代を中心とする技能実習生 
たちの事例から、彼らの生活世界を捉えることができました。日本の少子高齢化などによる労働者不 
足により、技能実習生の就労現場は、以前 のよう に農業・漁業・畜産業などの第一次産業 や製造業、 
建設業、縫製業だけ ではなく、私たちの日々の生活を支える身近なスーパーマーケットのバックヤー 

ドの惣菜部門や製パン業など、多様な分野にわたっています。今回の調査からは、若い世代の外国人 
労働者たちによって我々の暮らしが成り立っている実態が明らかになりましたが、彼らを取り巻く労働
環境は、低賃金や長時間労働、人権侵害など改善する余地の多い状況も浮き彫りになりました。しかし、 
このような状況も支援団体や地域の人々との関係性において改善されることが明らかになりました。

本プロジェクトを通じた研究活動を遂行するなかで、技能実習生ら外国人労働者と r我々」の関係 
を再考する機会を得たことは、日本の地域社会における多文化共生の課題をより深く考究することに 
つながりました。 ※新型コロナウイルス感染症の影響で、2021 年度の共同研究プロジェクトは実施で 
きていません。

ベトナム語ミサの後の記念撮影

研修中の技能実習生たち

I Student's Voice 
考古学的な視点のみならず、多角的に社会問題を研究したい

2年 賣 文夢

JIA WENMENG 

【環海日本長崎学・アジア研究科目群】

◄ i)) l

私は、長崎大学多文化社会学部で2年間、研究生として過こし、本研究科に進学しました。今は野上建紀教授の研究室
で考古資料を元に、江戸時代に天然痘を患い亡くなった人々の墓、いわゆる 「疱癒墓」の研究を進めています。
地球で生活する我々人間は常にいるんなウイルスとともにありました。江戸時代の天然痘は強い感染症として恐れられ、
大村藩などでは感染した人は厳しく隔離され、死後も人里離れた場所に埋葬されました。その 「疱癒墓」から当時の差別
と隔離を考えたいと思います。現代の新型コロナ感染症をみてもわかるように、感染症はひとつの国や地域の問題だけ
ではなく 、世界中が直面する問題です。感染症との闘いの遺産とも言える 「疱癒墓」からみる感染症対策は、現在の新型

コロナ感染拡大への対応など現代的な課題とも重なります。

私の専門は考古学ですが、多文化社会学研究科では歴史学、文化人類学、社会学など様々な専門科目を学べます。この
環境を生かしながら考古学的研究から学際的研究に展開させたいと思います。

【博士後期課程】
■ 各研究領域における更なる専門化と体系化

博士後期課程 では、各研究領域における更な る専門家と体系化を図るため、博士前期課程において設定している 5 つの科目群を基盤とし

つつも、そ の専門性をな お一層深化させた 5つの研究領域（系） を編成しています。 博士後期課程を担当する教員 はいずれかの系に属 してお

り、学生は指導教員が属する研究領域（系）に基づいて研究課題にアプロ ー チし、研究指導チームの指導の下、21世紀の「多文化社会的状

況」におけるより一層高度 な 「問題本質を見極める力」又は「問題解決に向けた多様な解を提示する力」を養うなかで、持続可能な社会の構

築に資する質の高い研究計画を立案し、それに基づき研究を実施します。

＜博士前期課程における科目群＞

グロ ーバルスタディ ー ズ科目群

政策科学科目群

言語多様性科目群

核軍縮・核不拡散科目群

＼
／
 

＜博士後期課程における研究領域（系）＞

社会文化研究系

公共政策研究系

言語研究系

核兵器廃絶・平和学系

■ 標準履修モデル（修了要件： 16単位）

1年次

研究指導
体制の決定

2年次 3年次
3Q 4Q lQ 2Q 30 4Q lQ 2Q 3Q 4Q 

研究演習I (4) 

中問発表会
研究成果
報告書 Iの

I 1 

作成

「研究演習I 」を通じた研究計画（案）
作成•発表及びブラッシュアツlプ

I 
研究内容に応じて倫理審査

研究演習II(4) 

中間発表会
研究成果
報告書 11の
作成

r研究演習II」を通じた研究経過の
発表及びブラッシュアップ

指導教員による研究指導

研究指導(4}

予備審査 学位論文の
論文の提出 提出

予備審査 論文審査及び
最終試験

博士論文
成果発表会

※（ ）内の数字は修得すべき単位数

■ 養成する人材像
21世紀の「多文化社会的状況」がもたらす諸問題について、多文化社会学に関する高度に専門的な知識に基づき、「問題本質の見極め」 と「問
題解決に向けた多様な解の提示」を目指し、21 世紀の学問に求められ る価値の創生と普及及び生命、精神、社会文化の持続可能な世界の構
築に資する、国際的発信能力を備えた 研究者及び 高度 専門職業人

■ 授与する学位
博士（学術） (Doctor of Philosophy) 

■ 想定される就職先
研究者 （留学生の母国の大学や研究機関を含む。）、グロ ーバルに展開する企業、国際機関、社会人の学び直しなど

■ 多文化社会学にふさわしい学際性の担保

研究指導は、主指導教員とは異なる研究領域（系）の副指導教員1名を含む3名の研

究指導チ ームにより行います。必要に応じて学生の研究テ ーマを考慮して学外の連携

機関から学外アドバイザーを選出します。
· - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

（学外アドバイザーを選出する主な国内外研究機関）

ライデン大学、国際基督教大学、東洋文庫、国立歴史民俗博物館等
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